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男：30,387人
女：30,836人
計：61,223人（－37）

世帯数：世帯23,398世帯（12）
※（　）の数字は前月比

市の人口と世帯数（９月１日現在）

今月の納期限／10月31日㈫　まで

◇市県民税（第３期）
◇国民健康保険税（第４期）
◇後期高齢者医療保険料（第３期）
◇介護保険料（第４期）

11月の日曜窓口

　一部証明書の発行や市税の納付などの手続きを
受け付けます。取り扱い業務については、事前に
お問い合わせください。
◇時間／午前８時30分～正午
◇期日／５日㈰・12日㈰・19日㈰・26日㈰

問本庁舎市民課　内2154

「広報しらかわ」は、環境にやさしい再生紙と植物油インキを使用しています。

編集・発行／白河市秘書広報課
〒 961-8602　福島県白河市八幡小路 7-1 ☎� 1111( 代 )/Ｆａｘ� 2577/ Ｅメール hisho@city.shirakawa.fukushima.jp

最新の情報をチェック

《白河市ホームページ》 《白河市公式ページ》

旬な話題をチェック

「広報しらかわ」は市ホームページでもご覧になれます。
市営住宅の募集

　市営住宅の募集は毎月15日に発表し
ています。詳しくは市ホームページを
ご覧ください。

問本庁舎建築住宅課　内2262

防
災
特
集

災
害
か
ら
身
を
守
る

　
平
成
10
年
８
月
27
日
、
わ
た
し
た
ち

の
街
を
豪
雨
が
襲
い
、
大
き
な
水
害
が

発
生
し
ま
し
た
。

　
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
近
年
、
全
国
で
異
常
気
象
に
伴

う
風
水
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
市
総
合
防
災
訓
練
の

様
子
と
と
も
に
、
防
災
対
策
を
特
集
し

ま
す
。
改
め
て
、
日
頃
の
備
え
に
つ
い

て
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▲
（
上
か
ら
）
阿
武
隈
川
と
合
流
す
る

堀
川
の
堤
防
が
決
壊
し
た
様
子
。
増
水

し
た
谷や

津ん

田た

川が
わ

の
様
子
。

今月号の表紙
　今月号の表紙は、第22
回しらかわ駅伝競走大会の
様子です。この大会は、那
須連峰や小峰城を背に市内
を駆け抜け、「駅伝のまち 
しらかわ」「歴史と文化の息
づくまち しらかわ」を全国
にアピールしています。当
日は、台風の影響が心配さ
れましたが、多くの区間新
記録が誕生しました。
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９
月
３
日
、
市
総
合
運
動
公
園
（
北
中

川
原
）
で
「
白
河
市
総
合
防
災
訓
練
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
白
河
消
防
署
や
白
河
警
察
署
、

陸
上
自
衛
隊
、
消
防
団
な
ど
関
係
機
関
の

ほ
か
、
企
業
や
地
域
の
自
主
防
災
組
織
な

ど
合
わ
せ
て
約
６
５
０
人
が
参
加
し
、
災

害
へ
の
備
え
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
台
風
接
近
に
よ
る
大
雨
時
に
、

大
地
震
が
発
生
し
た
と
い
う
複
合
災
害
の

想
定
で
「
ブ
ラ
イ
ン
ド
型
」
の
訓
練
方
法

を
採
用
し
ま
し
た
。
こ
の
方
法
は
、
事
前

に
シ
ナ
リ
オ
を
知
ら
せ
ず
、
本
部
が
提
供

す
る
情
報
を
も
と
に
、
参
加
者
が
そ
れ
ぞ

れ
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
も
の
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
て
、

「
自
発
的
な
行
動
に
よ
る
迅
速
な
災
害
対

策
」、「
市
民
や
関
係
団
体
、
企
業
と
の

円
滑
な
連
携
に
よ
る
支
援
体
制
の
確
保
」、

「
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
備
え
、
基
本
訓
練
の

忠
実
な
実
施
に
よ
る
防
災
・
減
災
対
策
」

を
目
的
に
、
よ
り
実
践
的
な
30
種
目
の
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
被
害
の
情
報
収
集
な
ど
を
行
う
情
報
局

の
設
置
や
、
避
難
者
の
健
康
状
態
・
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
避
難
所
の
開
設
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
配
慮
し
た
避
難
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
、

ま
た
、
ア
ル
フ
ァ
化
米
を
使
用
し
た
炊
き

　設立３年目を迎える緑ヶ丘自主防
災会では、防災広報誌の発行・回覧
や防災講習会、各機関に協力を依頼
して消火・救命（AED）訓練、炊
き出し訓練などを実施しています。
また、過去の災害で被災した現場を
調査して、町内のハザードマップを
作成し、全世帯に配布しました。
　災害時、地域で助け合うためには、
日頃のコミュニケーションが大切で
す。町内会の目標として、挨拶や声
掛けの実施、行事への積極的な参加

緑ヶ丘自主防災会　会長
高
た か は し

橋 健
け ん

司
じ

さん
白河消防署　主幹兼次長
相
そ う や ま

山 正
ま さ ゆ き

之さん

防災ヘリコプターによる傷病者救助訓練 小型動力ポンプを使用した放水訓練

積土のう訓練

車両に閉じ込められた場合の救助訓練

非常食調達訓練（アルファ化米と豚汁）

負傷者救護所設置訓練

ライフライン応急復旧訓練

初期消火訓練 飲料水配布訓練

煙中避難訓練

避難所開設訓練

「
そ
の
と
き
」に
備
え
る

防災の心構えを聞く

などを呼び掛けています。
　今後は、市で作成される災害時の
避難行動要支援者名簿をもとに、町
内会としてより具体的な地域情報の
管理を目指しています。各班長との
連携や AED の設置など課題もあり
ますが、引き続き、講習会や防災啓
もう活動に力を入れていきます。
　災害時は行政も被災します。自分
の命を守るために、まずは防災意識
を持つことが重要です。改めて家族
で話し合い、災害時に備えましょう。

　災害現場では常に判断力が求めら
れています。消防署では、資機材の
充実とともに、様々な状況を想定し
た訓練を実施しています。
　近年、活発化している各町内会の
自主防災会の活動には、大いに期待
しています。私たちが活動する上で、
欠かせないものが災害現場の情報で
す。事前に被害を知ることで、的確
かつ迅速な救助につながります。災
害時には、お互いに声掛けを実施し、
地域の情報提供にご協力ください。

　大規模災害が発生した場合、同時
に被害が多発したり、道路が寸断さ
れたりなど、消防・救急がすぐに駆
けつけられるとは限りません。しか
し、救命は時間との勝負です。簡易
な救助活動、普段からの備えなどに
よって救われる命があります。
　東日本大震災の記憶を子どもたち
に伝えることも、防災につながりま
す。災害発生を防ぐことはできませ
んが、一人ひとりの小さな活動が大
きな減災をもたらすと信じています。

日頃のコミュニケーションが大切 災害は忘れる間もなくやってくる

出
し
訓
練
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
緊
張
感
を
持
っ
て
取
り
組
み
、
い
つ
起

き
る
か
分
か
ら
な
い
「
そ
の
と
き
」
に
備

え
、
改
め
て
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
過
去
の
災
害
教
訓
を
生
か
し
、

関
係
機
関
・
地
域
団
体
と
の
さ
ら
な
る
連

携
と
、
防
災
力
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

情報局設置訓練

アルファ化米（乾燥米飯）
お湯（約 15 分間）または水（約
60 分間）を注ぐと、ふんわり
ご飯のできあがり！５年間の
常温保存が可能です。



自助

公助共助

食べる

備える

買い足す

水害は早めの
対策が必要だ
ワン！
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避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　非常持ち出し品の食品は、いざ必要なときに賞味期限
が切れている可能性があります。長期的な非常食よりも、
普段から使っている食品を多めに買い、定期的に食べな
がら備蓄する「ローリングストック法」で備えましょう。
　また、高齢者・アレルギーの方・乳幼児など、各家庭
の状況にあわせて準備してください。震災時、子どもの
心を落ち着かせるためには「いつもの味」が効果的です。
　備蓄する量は、最低
でも３日分、できれば
１週間分が目安です。
特に水は飲料のほか、
調理用などにも使うた
め、１人１日約３ℓ程
度が必要です。

備えていますか？

▼土砂災害の危険性が
　ある区域を公表して
　います
　県では土砂災害防止法に
基づき、土砂災害警戒区域などの指定に向
け、土石流、急傾斜地および地すべり危険
箇所の基礎調査を実施しています。
　調査結果は、福島県県南建設事務所ホー
ムページに掲載していますので、土砂災害
の危険性がある区域の確認や、避難活動な
どの資料としてご活用ください。
問福島県県南建設事務所
　河川砂防課☎�1626

どこに避難する？
　日頃から指定緊急避難場所などを
確認し、災害時には河川の氾濫・土
砂災害などの危険がない適切なルー
トと避難先を選択しましょう。
▶指定緊急避難場所
　災害の危険から命を守るために緊
　急的に避難する場所
▶指定避難所
　災害の危険がなく
　なるまで必要な期
　間滞在する場所

避難時の心得は？
●避難先に向かうことで、かえって命に危険があるよ
　うな状況では、近くの安全な場所や、自宅内のより
　安全な場所（崖や山と反対側の２階など）に移動する。
●連絡には、災害用伝言ダイヤル 171 や携帯電話の
　災害用伝言板などを利用する。
●ガス栓を閉め、電気のブレーカーは切る。
●持ち物はリュックに入れ、両手が使えるようにする。
●長靴よりも、履き慣れたスニーカーなどで避難する。
●２人以上で避難し、車は使用しない。
●自分や家族の安否情報などの張
　り紙を残し、自宅は施錠する。
●浸水した箇所を通る場合は、杖

つえ

　などで足元の道を確認しながら、
　水没した側溝やふたの外れたマ
　ンホールなどに注意する。

食品（ご飯・レトルト食品・カップ麺・
缶詰・ビスケット・あめ・板チョコなど）
携帯用飲料水 懐中電灯
貴重品（預金通帳・
印鑑・現金など） 救急用品
携帯ラジオ
電池

ヘルメット
防災頭巾

筆記用具（ノート・
鉛筆など） ウェットティシュ

軍手（厚手の手袋） 衣類（下着・ジャン
パーなど）

カセットコンロ
カセットボンベ

毛布
使い捨てカイロ

ライター、マッチ、ろうそく
（水にぬれないようにビニールでくるむ）
※乳幼児がいる場合
　粉ミルク、ほ乳瓶、紙おむつなど
※その他必要なもの
　常備薬、入れ歯、メガネ、補聴器など

被害を減らすためには？
　災害時は、行政による「公助」のほか、自分の身を守る「自
助」、身近にいる人どうしで助け合う「共助」が大きな力
になります。一人で避難ができない人への声掛けなど、地
域での助け合いが、被害を減らすことにつながります。市
では、災害時の避難行動要支援者名簿を作成中です。

災
害
に
つ
な
が
る
大
雨
が
降
り
始
め
た
と
想
定
し
、
避
難
ま
で
の
対
策
例
を
考

え
ま
し
た
。
ご
家
庭
で
の
備
え
に
ご
活
用
下
さ
い
。
※
気
象
情
報
は
一
例
で
す
。

※
避
難
情
報
は
必
ず
し
も
、
こ
の
順
番
で
発
令
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
、

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
情
報
が
発
令
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、

　
身
の
危
険
を
感
じ
る
場
合
は
避
難
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

非常持ち出し品チェックリスト

市からの情報は？
　市では、災害発生時に「災害版
公式ホームページ」へ切り替え、
災害などに関する情報を公式フ
ェイスブックと合わせて発信し
ます。▶災害版公式ＨＰのイメージ

避
難
勧
告

避
難
指
示（
緊
急
）

●
非
常
持
ち
出
し
品
の
確
認

●
地
域
で
声
掛
け

避
難
の
準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

避
難
に
時
間
が
か
か
る
人
（
高
齢
者
、
障
が
い

の
あ
る
方
、
乳
幼
児
な
ど
）
と
そ
の
支
援
者
は
、

避
難
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。

※
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
（
緊
急
）
を
発
令
す
る
こ
と
が
、 

　
予
想
さ
れ
る
場
合
に
発
令
さ
れ
ま
す
。

速
や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

ま
だ
避
難
し
て
い
な
い
場
合
は
、

緊
急
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始

今
後
の
気
象
、
避
難
情
報
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

●
避
難
場
所
の
確
認

●
情
報
収
集

　
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
電
話
・
ラ
ジ
オ
な
ど

注
意
喚
起

大雨注意報など大雨警報など大雨特別警報など
※重大な被害が発生する
　おそれがあります

※行政からの避難情報
　を確認しましょう

※災害が発生するおそれ
　があります

防災マニュアルは
市ＨＰに掲載中！



第
22
回
し
ら
か
わ
駅
伝
競
走
大
会

白
河
路
で
襷た

す
き

を
つ
な
ぐ

▲一斉にスタートする女子選手

　
９
月
17
日
、
し
ら
か
わ
カ
タ
ー
ル
ス
ポ

ー
ツ
パ
ー
ク
陸
上
競
技
場
（
北
中
川
原
）

付
設
「
公
認
し
ら
か
わ
駅
伝
コ
ー
ス
」
を

舞
台
に
、『
第
22
回
し
ら
か
わ
駅
伝
競
走
大

会
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
外
か
ら
１
７
５
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
、
仙
台
育
英
学
園
高
Ａ（
高
校
男

子
・
女
子
の
部
と
も
）、
松
戸
市
陸
上
競

技
協
会（
一
般
男
子
の
部
）、
コ
モ
デ
ィ
イ

イ
ダ（
一
般
女
子
の
部
）が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
競
技
に
あ
わ
せ
、
ま
ち
な
か
に

ぎ
わ
い
イ
ベ
ン
ト
や
本
県
出
身
の
柏か

し
わ

原ば
ら

竜り
ゅ
う

二じ

さ
ん
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
別
企
画
展「
文ぶ

ん

晁ち
ょ
う

門も
ん

人じ
ん

　
蒲が

生も
う

羅ら

漢か
ん

」

白
河
の
絵
師
の
作
品
を
一
挙
公
開

▲学芸員から展示解説を聞く来場者

　
９
月
16
日
、
白
河
集
古
苑
（
郭
内
）
で

特
別
企
画
展
『
文
晁
門
人　
蒲
生
羅
漢-

白
河
の
ま
ち
を
飾
っ
た
絵
師-

』
が
始
ま

り
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
な
ど

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
11
月
５
日
㈰
ま
で
開
催
さ
れ
る
本
展
で

は
、
江
戸
画
壇
の
重
鎮
・
谷た

に

文ぶ
ん

晁ち
ょ
うの
弟
子

と
な
り
、
滋
賀
・
石い

し

山や
ま

寺で
ら

の
寺
宝
で
あ
る

縁
起
絵
巻
の
模
写
事
業
に
関
わ
っ
た
郷
土

の
画
家
・
蒲
生
羅
漢
の
業
績
を
、
作
品
約

70
点
と
と
も
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

10
月
15
日
㈰
と
最
終
日
に
は
、
学
芸
員
に

よ
る
展
示
解
説
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

第
16
回
し
ら
か
わ
郷ふ

る
さ
と里

マ
ラ
ソ
ン

初
秋
の
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
る

▲がんばれゆうすけさん（左）と元気よくスタートする小学生

　
９
月
９
日
、
東こ

風ち

の
台
運
動
公
園
（
東

釜
子
）
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
『
第
16

回
し
ら
か
わ
郷
里
マ
ラ
ソ
ン
』
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
も
と
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
１
、２
１
０
人
の
ラ

ン
ナ
ー
は
、
ゲ
ス
ト
の
が
ん
ば
れ
ゆ
う
す

け
さ
ん
と
と
も
に
各
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け

ま
し
た
。
沿
道
か
ら
は
、
地
元
の
小
中
学

生
や
保
護
者
か
ら
、
多
く
の
声
援
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

　
５
種
目
24
部
門
の
競
技
の
ほ
か
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
レ
ッ
ス
ン
や
、
お
笑
い
コ
ン
ビ
・

ラ
ン
ナ
ー
ズ
お
笑
い
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

し
ら
か
わ
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム

市
内
中
学
生
が
市
長
と
意
見
交
換▲市長と意見を交わす大信中の生徒

　
８
月
30
日
、
９
月
４
日
・
５
日
、
市
内

各
中
学
校
で
、『
市
長
と
語
る
「
し
ら
か
わ

未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
」』
が
行
わ
れ
、
生
徒

は
、
ま
ち
づ
く
り
、
観
光
、
教
育
な
ど
に

つ
い
て
市
長
と
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
に
引
き

下
げ
ら
れ
、
公
民
権
・
主
権
者
教
育
の
重

要
性
が
増
す
な
か
、
市
政
へ
の
関
心
や
未

来
の
白
河
を
担
う
市
民
と
し
て
の
自
覚
を

高
め
、
郷
土
愛
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
企

画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
東
・
五
箇
・
東
北
中
学
校
で
は
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
機
会
に
市
長
と
生
徒
が
一

緒
に
給
食
を
食
べ
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

城
フ
ェ
ス
タ
白
河
大
会

城
下
町
白
河
の
歴
史
と
魅
力
に
触
れ
る▲シンポジウムで意見を述べ合う星氏（右）と植村氏（中）

　

８
月
26
日
、
小
峰
城
跡
と
コ
ミ
ネ
ス

（
会
津
町
）
で
『
城
フ
ェ
ス
タ
白
河
大

会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
歴
史
作
家
の
星ほ

し

亮り
ょ
う

一い
ち

氏
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

し
ら
か
わ
歴
史
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ

ム
専
務
理
事
の
植う

え

村む
ら

美よ
し

洋ひ
ろ

氏
に
よ
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
来
年
１
５
０
年

を
迎
え
る
戊
辰
戦
争
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
に
よ
る
「
白
河
小
峰
城
め
ぐ
り
ツ
ア

ー
」
や
二
本
松
少
年
隊
・
会
津
白び

ゃ
っ
こ虎
隊た

い

・

奥
州
白
河
太
鼓
に
よ
る
演
武
競
演
が
行
わ

れ
、
来
場
者
は
城
下
町
白
河
の
歴
史
と
そ

の
魅
力
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
川
ま
つ
り
＆
県
南
Ｓ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
と
ご
当
地
グ
ル
メ
を
満
喫

▲石引きレースで重さ300ｋｇの白河石を引く出場者

Topicｓ
　
８
月
26
日
、
大
信
総
合
運
動
公
園
（
大

信
上
新
城
）
で
『
第
18
回
２
０
１
７
ふ
る

さ
と
川
ま
つ
り
in
白
河
た
い
し
ん
』
が
開

か
れ
、「
大
信
名
物
石
引
き
レ
ー
ス
」
で
は
、

来
場
者
の
声
援
の
も
と
、
参
加
チ
ー
ム
は

力
自
慢
を
競
い
ま
し
た
。

　
翌
27
日
に
は
、
同
会
場
で
『
第
３
回
県

南
Ｓ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
in
た
い
し
ん
』
が

開
催
さ
れ
、
県
南
地
方
の
11
商
工
会
青
年

部
に
よ
る
ご
当
地
グ
ル
メ
対
決
を
は
じ
め
、

ゲ
ス
ト
の
な
す
び
さ
ん
も
参
加
し
た
「
聖ひ

じ
り

☆
う
ど
ん
早
食
い
競
争
」
や
「
ゆ
る
キ
ャ

ラ
♡
つ
な
ひ
き
」
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
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Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ１

まるごと白河2017
～白河の魅力をまるごと発信～

２大サイクルイベント
今年も開催！

ふくしま秋冬観光
キャンペーン

問まるごと白河実行委員会（白河観光物産協会内）　☎�1147

◦日　時　10月22日㈰／午前10時～午後３時
◦会　場　白河駅前イベント広場、市立図書館り
　　　　　ぶらん多目的ホール・駐車場
　　　　　※駐車場は、コミネス・中央中・県白
　　　　　　河合同庁舎・郭内第一仮設住宅・永

え い

　　　　　　蔵
ぞ う

寺
じ

をご利用ください。
◦入場料　無料

《食のブース》
　▷世界パスタ大会初代チャンピオン「山

や ま

田
だ

剛
よ し

嗣
つ ぐ

　　シェフ」による特別料理の提供
　▷白河の代表的な「食」、ラーメン・そばの提供
　▷市内飲食店を中心とした飲食ブース

《職のブース》
　▷伝統ある白河の産業や、企業の技術を体験
　▷高所作業車・パワーショベルなどのはたらく
　　車の展示や、お仕事体験

中
山
義
秀
記
念
文
学
館
テ
ー
マ
展

10
月
６
日
金
～
12
月
３
日
日

「
中な

か

山や

ま

義ぎ

秀し
ゅ
う

と

　
　

農
民
作
家
・
小お

川が

わ

秀し
ゅ
う

年ね

ん

」

　
同
郷
生
ま
れ
の
中
山
義
秀
と
大
信
下
小
屋
の
農
民
作
家
・

小
川
秀
年
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
交
友
し
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
展
で
は
、
書
簡
や
葉
書
で
の
二
人
の
交
友
と
県
文

学
賞
受
賞
作
家
・
小
川
秀
年
の
作
家
と
し
て
の
業
績
を
紹
介

し
ま
す
。

ギャラリートーク

「東北文化の日」無料開放 　本市大信が生んだ芥
あくた

川
が わ

賞作家「中山義秀」、
その人と作品を広く市民に紹介するため、市
立図書館にて所蔵資料の一部を展示します。
この機会に、ぜひご覧ください。
◦期　間　11月２日㈭～ 26日㈰　※開館日のみ
◦会　場　市立図書館りぶらん２階（道場小路）
◦内　容　「中山義秀と白河」「義秀文学の世界」
◦入場料　無料

「東北文化の日」参加事業として、当館
を無料開放します。

◆中山義秀常設展示の解説
◆テーマ展示の解説
◆ミニトーク「中山義秀と小川秀年の交流」
◆朗読会『酒

さか

屋
や

』（秀年提供の題材から発表された作品）
◦出　演
　中山義秀顕彰会役員、しらかわ語りの会、
　中山義秀記念文学館館長
◦共　催　中山義秀顕彰会

『「中山義秀」と農民作家「小川秀年」を語る』
　　　　　　　　　　～作品・資料からの考察～

※「東北文化の日」は、東北の文化に関する情
　報を一体となって発信することで、文化施設
　の利用促進や県域を越えた交流人口増加を図
　ることを目的とした事業です。

　明治35年に中山義秀の縁戚筋の小川家（大屋村下小屋西宿）
に生まれた。義秀より２歳年下で、幼少期にともに川遊びな
どをして過ごしたという。
　秀年は家業の農業で生計をたてながら、義秀の影響もあっ
て30歳前後の頃から小説を書き始めた。昭和20年前後と推
定される義秀から秀年に宛てた手紙によれば、秀年は「種

たね

蒔
まき

桜
ざくら

」「猪
いの

豚
ぶた

記
き

」「続
ぞく

猪
いの

豚
ぶた

記
き

」などの作品原稿を義秀に送り、批評
を仰いでいた様子がうかがい知れる。
　作品が初めて活字となったのは、昭和43年の第12回農民
文学賞候補作品「川

かわ

風
かぜ

に貰
もら

ったゴミ目
め

」。次いで、昭和47年
第16回農民文学賞候補作品「夕焼ける眺め」、第25回福島県
文学賞「葦

あし

の根の力のようなもの」で準賞を受賞。翌年の第
26回福島県文学賞では「夕焼ける
眺め」で見事に文学賞に輝いた。
　鎌倉の義秀と大信下小屋の秀年
の交友は、義秀が没するまで続き、
お互いに家を訪問するなどしてい
た。秀年は、昭和48年に福島県文
学賞を受賞した２年後に72歳（享
年74）で没した。 ▲義秀が秀年に宛てた手紙（部分）

小川秀年（1902 ～ 1975）

10/14
㊏

10/28
㊏

11/３
㊗

・15
㊐

・29
㊐

▷午後１時30分～３時
▷観覧無料（要入館料） 会　場：中山義秀記念文学館（大信町屋）

時　間：午前10時～午後６時
　　　　※土・日・祝日は午後５時まで
　　　　▷休館日　月曜日、祝日の翌日
　　　　　※金曜が祝日の場合はその前日
入館料：大人200円／小中学生100円
問中山義秀記念文学館☎�3614

移動展のお知らせ

《ステージイベント》
　▷お笑いライブ
　・「こにわ」さん（「とんねるずのみなさんのおかげでした
　　『博士と助手～細かすぎて伝わらないモノマネ選手権～』」ほか多数出演）
　・ふくしまボンガーズ「パチッコリン」さん
　▷歌手「Ｌ

ラ フ ア ン ド フ ワ リ

ａｕｇｈ＆ｆｕｗａｌｙ」さんのライブ
　▷白河実業高校ブラスバンド部よる演奏
　▷光南高校チアリーダー部による演技
　▷市中央商店街振興組合主催のビンゴ大会

《その他イベント》
　▷日本一長い「ロングクレープ作り」
　　市内小学生が、現在の記録70ｍ更新に挑戦！
　▷「白河魅力発信事業」発信報告所の設置
　　ＳＮＳで市の魅力を発信して、『白河豆だるま』をゲット！

◆同時開催「食うべっ！秋祭り！！」
◦会　場　市立図書館りぶらん駐車場
◦主　催　白河商工会議所青年部

問ふくしま県南観光推進協議会事務局（本庁舎観光課内）　内2216《第６回サイクルロードレース 「城
ジ ロ

ｄ
デ

’白河」2017》
◦日　時　10月８日㈰／午前８時50分～
◦会　場　白河駅前道路(白河羽鳥レイクライン)、
　　　　　白河駅前イベント広場駐車場
　　　　　※会場周辺で交通規制が行われます
◦内　容　クリテリウム（街中のコースを周回
　　　　　するロードレース）部門など４部門
問「さあいこう！白河Ｐｒｏｊｅｃｔ」実行委員会事務局☎�2400

　10月１日から本県では、大型観光キャンペ
ーンが開催されます。しらかわ地域においても、
県南９市町村が持つ魅力を発信するため、各種
イベントを開催します。

《ご当地キャライルミネーション》
　ご当地キャラをモチーフとしたフォトフレー
ムや、「花の宮殿」をテーマとしたライトアップ
などのイルミネーションを、期間限定で実施し
ます。点灯式では、来場者に限定ご当地キャラ
クターカードの配布や、県南９市町村の特産品
を使った鍋の提供（無料）もあります。
◦点灯式　11月18日㈯／午後５時から
◦点灯期間　11月18日㈯～平成30年1月31日㈬
◦点灯時間　午後６時～ 10時
◦会　場　道の駅はなわ（塙町）
※点灯式開始時間や点灯時間は予定です。

《第３回ツール・ド・しらかわ2017》
　県内外から駆けつけた多くの参加者に、沿道
からのご声援をお願いします。
◦日　時　10月９日㈷／午前６時30分スタート
◦コース　県南５市町村（白河市・西郷村・泉
　　　　　崎村・中島村・矢吹町）
　　　　　▷スタート＆ゴール　東

こ

風
ち

の台運動公園
◦内　容　秋のしらかわ路をまわり、各地の「自
　　　　　然」や「食」を満喫できるロングライド
問ツール・ド・しらかわ実行委員会事務局☎�8289
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借金…？！

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ２

お知らせ
Ｎｅｗｓ

平成29年産新米
食味分析受付開始！
問本庁舎農政課　内2222

■平成28年本市産米測定結果
品種名 件　数 最高点 最低点 平均点

コシヒカリ 192 88 69 79.1
ひとめぼれ 18 83 73 77.9
天 の つぶ ２ 73 70 71.5

　そ　の　他※ 14 81 68 77.2
総　　　合 226 88 68 78.9

※その他の品種は、五百万石、ミルキークイーン、ゆうだい21、
　夢の香など

募　集
Ｒｅｃｒｕｉｔ

募　集
Ｒｅｃｒｕｉｔ

木造住宅耐震改修支援事業
の申込期間を延長します！

はじめての
フランス語講座

問市国際交流協会事務局(本庁舎企画政策課内）内2326問本庁舎建築住宅課　内2267

測定無料です。ぜひご利用ください！

⃝日にち　10月19日・26日、11月２日・９日・
　　　　　16日・30日／木曜日　計６回
⃝時　間　午後６時30分～８時30分
⃝会　場　市立図書館りぶらん地域交流会議室
　　　　　（道場小路）
⃝内　容　基礎的な文法、会話研修
⃝定　員　30人　※応募多数の場合は抽選
⃝受講料　3,000円
　　　　　※市国際交流協会会員と、同会員同居
　　　　　　家族の方は500円です。
⃝申込期限　10月17日㈫正午
⃝申込方法　電話・ＦＡＸ・Ｅメールでお申し込みく
　　　　　ださい。ＦＡＸ・Ｅメールの場合は、氏
　　　　　名・連絡先を明記してください。
⃝申込先　市国際交流協会事務局　ＦＡＸ�2577
　　　　　／ Eメール：kokusai-koryu@city.sh
　　　　　irakawa.fukushima.jp

　市では、耐震基準を満たしていない木造住宅の
耐震改修費用の一部を補助しています。
　申込期間を延長しましたので、ぜひご利用くだ
さい。

　市では、白河産米の食味向上に取り組む稲作農業
者を応援するため、お米の食味分析計を導入し、希
望する方に無料で測定しています。
　測定項目や目標範囲の分かる食味品質結果表をお
渡ししますので、安定した品質の維持や、肥

ひ

培
ばい

管理
などの改善にお役立てください。

■どんなことが分かるの？
　食味分析計では、タンパク質・水分・アミロース・
脂肪酸の値を計測し、これらを総合評価し点数化し
ます。
　日本のお米は稲作農業者の努力により、65～75
点が標準となっています。一般的には70点を超え
るお米は良食味といわれていますので、平均値で
70点を超える本市（下表参照）は、おいしいお米
の産地といえます。

■どうすれば測定してもらえるの？
　対象となるのは、平成29年産
の新米です。収穫したお米（玄米）
およそ200ｇを、本庁舎農政課ま
たは各庁舎事業課までご持参くだ
さい。
　本庁舎に持参した場合は翌日、
各庁舎に持参した場合は、約１週間後に測定結果を
お渡しします。測定したお米は測定結果とともに返
却します。

⃝募集戸数　２戸　※先着順
⃝対象住宅　①耐震診断の結果、耐震基準を満たし
　　　　　　ていない木造住宅
　　　　　②今年度内に耐震改修工事が完了する
　　　　　　もの
⃝補助額　工事費の２分の１かつ限度額100万円
　　　　　まで（工事内容によっては、限度額60
　　　　　万円まで）
⃝募集期限　11月17日㈮
⃝申込先　本庁舎建築住宅課
※工事着手前（工事請負契約前）
　に申し込みが必要です。事前にお問い合わせく
　ださい。

こんなトラブル・悩み
ありませんか…

ひとりで悩まず、
まず相談してください！

まず、白河市消費生活センターに
ご相談ください。

白河市消費生活センター

早めの相談が良い解決につながります。☎ 0248　22　1
い

1
い

3
み

3
み

--

悪質商法 契約トラブル 多重債務
？

消費生活センターでは、
事業者と消費者の間の契約トラブルなどについて、
消費者からの相談をお受けしています。

●相談は無料です。
●相談の際に知りえた個人情報は厳守します。
　ほかの人に相談内容などが漏れることはありませんので、
　安心してご相談ください。

相談窓口：市役所本庁舎　地下１階
相談受付時間：月～金 /午前９時～午後５時

相談内容や相談者の状況に合わせて事業者とのあっせん交渉や助言、専門相談機関の紹介などを行います。

●できるだけ契約者（当事者）本人
　がご相談ください。
●契約書や領収書、パンフレットな
　どは保存しておきましょう。
●多重債務問題では、債務者本人に
　センターに来所してもらい、債務
　の状況について詳しい聞き取りを
　行います。来所の際は、事前に電
　話で来所予約をしたうえ、債務関
　係資料（契約書・明細書など）を
　お持ちください。

▶電話で強引に教材購入を勧められた。
▶突然、アダルトサイトに登録され、
　高額な請求を受けた。

▶訪問販売で高額な契約をしてしまっ
　た。解約したい。
▶アパートの敷金が返金されない。

▶借金問題でお困りの方のご相談をお
　受けしています。相談員が、債務の
　詳細を聞き取ったうえで債務整理方
　法などについて説明し、弁護士を紹
　介します。
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市町村対抗福島県軟式野球大会結団式 第45回全日本社会人ソフトテニス選手権大会
決意を新たに優勝を目指す 「チームダンロップ」ダブルス一般女子優勝！日本スポーツマスターズ2017

軟式野球競技出場

写真レポート

ラウンジ　～様々な情報をお届け～

話題レポート輝きの記録

福島県しらかわ地域企業展示交流会
９月６日／グランドエクシブ那須白河（西郷村）

街なか定期座
禅会

９月10日／
龍
りゅう興

こ う

寺
じ （向新蔵）

第７回「白河市囲碁・将棋まつり」
９月10日／新白信ビル（立石）

第63回「白河市発
明展」表彰式

９月13日／ひじり
ん館（大信増見）

（９月16日～18日／兵庫県姫路市）

白河ベースボールクラブ監督
鈴
す ず

木
き

 秀
ひ で

俊
と し

さん

①小
こ

谷
だ に

 菜
な

津
つ

美
み

さん（ダブルス優勝）
②大

お お

槻
つ き

 麗
れ い

さん　　（ダブルス優勝）
③大

お お

羅
ら

 夢
ゆ

真
ま

さん　（ダブルス３位）
④岡

お か

村
む ら

 葵
あおい

さん　　（ダブルス３位）
⑤濱

は ま

谷
や

 杏
あ ん

奈
な

さん
⑥森

も り

松
ま つ

 百
も も

花
か

さん

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

　８月25日、市役所で「第11回市町
村対抗福島県軟式野球大会」に出場
する白河市チームの結団式が行われ
ました。式では、穂

ほ

積
づ み

英
え い

一
い ち

主将が大
会への意気込みを述べ、選手たちは
優勝への決意を新たにしました。

▲９日のトリを務めたさだまさしさん

▲落語を披露する立
たてかわだんしゅん

川談春師匠

①オープニングアクトの様子。左
　から、片

か た

平
ひ ら

里
り

菜
な

さん、鈴木市長、
　実行委員長箭

や

内
な い

道
み ち

彦
ひ こ

さん
②初出場のコミックバンド「四

す ー

星
し ん

球
ちゅう

」
③白河高卒の松

ま つ

田
だ

晋
し ん

二
じ

さんがドラ
　ムを務めるロックバンド「T

ザ

HE 
　B

バ ッ ク

ACK H
ホ ー ン

ORN」
④本市出身の、すぅ (吉

よ し

田
だ

菫
すみれ

）さ
　ん(右から２番目）がボーカルを
　務めるガールズバンド「S

サ イ レ ン ト

ILENT 
　S

サ イ レ ン

IREN」が縁日ブースに登場

　９月９日・10日に、しらさ
か の 森 ス ポ ー ツ 公 園 で 開 催
さ れ た「 風 と ロ ッ ク 芋 煮 会
2017 KAZETOROCK IMONY 
COSMO」の様子を紹介します。

今年もたくさんの笑
顔があふれていました。

③

① ②

④
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⃝

映
画
上
映
案
内

　
市
立
図
書
館
り
ぶ
ら
ん
多
目
的
ホ
ー
ル

で
上
映
さ
れ
る
映
画
で
、
入
場
無
料
で
す
。

《
大
人
向
け
》

▽
内
容　
「
も
う
い
ち
ど
」

▽
日
時　
10
月
18
日
㈬
／
午
後
６
時
～
７

時
35
分

▽
内
容　
「
は
じ
ま
り
の
歌
」

▽
日
時　
11
月
４
日
㈯
／
午
後
１
時
30
分

～
２
時
45
分

《
子
ど
も
向
け
》

▽
内
容　
「
赤
毛
の
ア
ン
」

▽
日
時　
10
月
21
日
㈯
／
午
後
１
時
30
分

～
２
時
10
分

⃝

子
ど
も
向
け
催
し
案
内

《
ち
び
っ
こ
お
は
な
し
の
く
に
》

▽
日
時　
10
月
19
日
㈭
、
11
月
２
日
㈭
／

午
前
11
時
～
11
時
30
分

▽
対
象　
０
歳
～
３
歳
程
度

《
お
は
な
し
会
》

▽
日
時　
10
月
28
日
㈯
、
11
月
11
日
㈯
／

午
前
11
時
～
11
時
30
分

▽
対
象　
３
歳
～
小
学
生
程
度

⃝

本
の
展
示

　
毎
月
、
季
節
に
合
わ
せ
た
本
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
大
人
向
け
》

▽
テ
ー
マ　
「
特
撮
ヒ
ー
ロ
ー
大
集
合
！
」

　
今
年
は
、
本
県
出
身
の
円つ

ぶ
ら
や谷

英え
い

二じ

が
生

み
だ
し
た
『
ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン
』
の
放
送

開
始
50
周
年
で
す
。
県
内
外
で
記
念
展
な

ど
が
開
催
さ
れ
、
今
で
も
幅
広
い
年
代
に

愛
さ
れ
て
い
る
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
。
今
回
は

そ
ん
な
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
を
は
じ
め
、
仮
面

ラ
イ
ダ
ー
や
ス
ー
パ
ー
戦
隊
な
ど
、
特
撮

ヒ
ー
ロ
ー
を
特
集
し
ま
す
。

《
子
ど
も
向
け
》

▽
テ
ー
マ　
「
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う
」

　
10
月
９
日
の
体
育
の
日
に
ち
な
み
、
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
み
が
持
て
る
本
を
集
め
ま

し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
満
喫
し
よ
う
！

⃝

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

《
雑
誌
配
布
》

　
保
存
期
間
が
過
ぎ
た
雑
誌
を
お
譲
り
し

ま
す
。
詳
し
く
は
館
内
の
掲
示
物
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▽
り
ぶ
ら
ん
（
第
５
回
）　
10
月
21
日
㈯

～
29
日
㈰

《
第
34
回
白
河
手
づ
く
り
絵
本
展　
作
品

返
却
の
お
知
ら
せ
》

　
出
展
し
た
方
の
作
品
の
返
却
は
、
10
月

24
日
㈫
よ
り
児
童
サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク
で
行

い
ま
す
。
忘
れ
ず
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
団
体
で
出
展
し
た
方
の
作
品
は
、
団
体

に
ま
と
め
て
返
却
し
ま
す
。

《
駐
車
場
規
制
の
お
知
ら
せ
》

　
「
ま
る
ご
と
白
河
２
０
１
７
」
開
催
に

あ
た
り
、
左
記
の
日
程
で
駐
車
場
の
利
用

が
制
限
さ
れ
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
10
月
21
日
㈯　
駐
車
場
の
一
部
（
４
分

の
１
程
度
）
が
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

▽
10
月
22
日
㈰　
全
面
進
入
禁
止
と
な
り

ま
す
。
図
書
館
ご
利
用
の
際
は
、
お
手
数

で
も
公
共
交
通
機
関
や
徒
歩
で
ご
来
館
く

だ
さ
い
。

※
本
を
返
却
す
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
の
利
用

は
通
常
の
時
間
帯
（
閉
館
後
～
開
館
前
）

に
利
用
で
き
ま
す
。

【りぶらん】☎�3250
▷開館時間　
　平日／10：00 ～20：00　
　土・日・祝日／９：30 ～18：00
▷休館日　
　月曜日、第１水曜日
　※祝日の場合は開館し、翌日
　　は休館
【表郷図書館】☎�4784
▷開館時間　
　10：00 ～18：00
▷休館日　
　祝日、火曜日、第１水曜日
《おはなし、よんで！》
　毎週水・土曜日／随時　　
　※０歳～小学生対象
【大信図書館】☎�3614
▷開館時間　
　10：00 ～18：00
▷休館日　
　月曜日、第１水曜日
《絵で見るお話の会》
　10月７日㈯／午前11時～正午
　※11月はありません。
【東図書館】☎�1130　
▷開館時間　
　10：00 ～18：00
▷休館日　
　祝日、火曜日、月末日

　最高の音響空間で奏でるピアノデュオによる連弾と、２台
のピアノによる演奏をお楽しみください。

　クリスマスにお届けする、
フォルテピアノで聞くクラシ
ック名曲コンサートです。
　温かく味わい深いアンサ
ンブルをぜひお聴きください。

▷時　間　開場　午後５時15分／開演　午後６時
▷会　場　コミネス大ホール
▷出演者　ピアノデュオ　デュエットゥ
　　　　　（木

き

内
う ち

 佳
か

苗
な え

、大
お お

嶋
し ま

 有
ゆ

加
か

里
り

）
▷入場料　全席指定　S席2,000円、A席1,500円
▷発売日　友の会先行　10月11日㈬／午前９時から
　　　　　一般　　　　10月23日㈪／午前９時から
　　　　　※25歳以下500円割引（窓口販売のみ）

▷時　間　開場　午後１時15分／開演　午後２時
▷会　場　コミネス大ホール
▷出演者　デンハーグピアノ五重奏団
▷入場料　全席自由　500円
▷発売日　友の会会員・一般とも　10月18日㈬
※友の会会員の方には、10月11日㈬～16日㈪に無料
　招待券（会員ご本人様１枚まで）をコミネス窓口に
　て配付します。

※コミネス友の会会員は表記価格より各席500円引きです。
　また、障がい者割引が有ります。詳しくはお問い合わせく
　ださい。

～新刊の一部を紹介～

健康で文化的な最低限度の生活
１－５巻

柏木 ハルコ

　新人ケースワーカーの主人公
の視点を通して、ときに厳しい
目で見られがちな生活保護や支
援の実情を漫画で描いています。
　ケースワーカーの大変さもわ
かる一冊です。

⃝一般図書

⃝児童図書

大相撲　横綱が残す100の言葉

横綱名言研究会　編

　19年ぶりに日本出身横綱が誕
生し、にぎわいを見せている相
撲界。
　稀

き

勢
せ

の里
さ と

をはじめとする横綱
や、名力士たちの名言とともに
相撲の豆知識も楽しめます。

サーティーナイン・クルーズ
１－25巻

ゴードン・コーマン

　全米で人気のシリーズ小説で
す。
　39の手がかりを探すために旅
にでる姉のエイミーと弟のダン
を中心とした世界を駆け巡る謎
解きと冒険物のお話です。

オリオンとクラヤーミ

エマ・ヤーレット/作・絵　俵 万智/訳

　オリオンには怖いものがいっ
ぱい。一番怖いのは暗いところ。
だから暗やみのクラヤーミと夜の
町を冒険だなんて…と思ったら。
　夜が楽しみになる冒険絵本で
す。

知ってハナダカ！　文房具の
ひみつ箱

スタジオ248　編

　文房具の歴史、形のナゾ、素
材の種類など、文房具に関する
豆知識がたくさん載っています。
　巻末にはクイズもあるので、
１人で読んでもみんなで読んで
も楽しめる１冊です。

Library information

り ぶ ら ん
市立図書館⃝チケット販売・問い合わせ先　コミネス☎�5300
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施 設 情 報

白
河
歴
史
人
物
伝

父
定さ

だ

信の
ぶ

の
業
績
を
追
っ
た
「
長
男
」

真さ
な

田だ

幸ゆ
き

貫つ
ら

Vol.18

シ 

リ
ー
ズ
で
学
ぶ

問
文
化
財
課
☎
�
２
３
１
０

白河で活躍するALT（外国
語指導助手）を紹介！

ブルック・ミーガン先生
（オーストラリア・クイーンズ
ランド州）
問本庁舎学校教育課　内2365

▲関辺小での授業の様子

英語を楽しく学びましょう！

英語で一言！

Live your dreams.
「夢に生きる」

Hello,fro
m

Around 
the World

ALT通信

(

１
７
９
１
～
１
８
５
２)

真
さな

田
だ

幸
ゆき

貫
つら

六
ろく

十
じゅう

一
いっ

歳
さい

寿
じゅ

像
ぞう
（部分）

（長野市・真田宝物館蔵）
亡くなる前年の肖像です。

緋ひ

絲い
と

縅お
ど
し

大お
お

鎧よ
ろ
い 

小こ

具ぐ

足そ
く

付つ
き

（
真
田
宝
物
館
蔵
）

古
い
様
式
を
復
元
し
た
鎧
で
、
定
信
の
『
集
し
ゅ
う

古こ

十じ
っ

種し
ゅ

』
に
載
る
源
み
な
も
と
の

義よ
し

経つ
ね

所
用
と
伝
わ
る
鎧
な
ど
を

模
し
た
も
の
で
す
。

歴史民俗資料館（中田7-1 ／☎�2310）
【利用案内】
◦開館時間　午前９時〜午後４時
◦休館日　毎週月曜日
　　　　　※10月９日㈷は開館、翌
　　　　　　10日㈫休館
◦入館料　無料
【催し案内】
◇平常展示　「白河の歴史と文化」
◇集古苑特別企画展関連展示
　「蒲

が

生
も う

羅
ら

漢
か ん

の山水・花鳥・人物画」

白河集古苑（郭内1-73 ／☎�5050）
【利用案内】
◦開館時間　午前９時〜午後５時
　　　　　※特別企画展期間（～11月５日㈰)のみ
◦休館日　毎週月曜日
　　　　　※10月９日㈷は開館、翌10日㈫休館
◦入館料　大人320円（250円）
　　　　　高校生以下無料
　　　　　※（　）は20人以上の団体料金
【催し案内】
◦会　期　11月５日㈰まで
◇特別企画展

「文
ぶ ん

晁
ちょう

門
も ん

人
じ ん

 蒲生羅漢-白河のまちを飾った絵師-」

《
複
雑
な
生
い
立
ち
》

　
幸
貫
は
寛か

ん

政せ
い

３
年
（
１
７
９
１
）

９
月
、
松
平
定
信
の
子
と
し
て
産

ま
れ
ま
し
た
。
定
信
に
は
初
の
男

子
で
し
た
が
、
そ
の
後
す
ぐ
に
定

信
と
正
室
の
間
に
男
子
（
定さ

だ

永な
が

）

が
産
ま
れ
、
嫡
男
と
さ
れ
た
た
め
、

幸
貫
は
「
次じ

郎ろ
う

」
と
命
名
、
次
男

の
扱
い
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
複
雑
な
生
い
立
ち
か
ら
、
幸

貫
の
人
生
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
６
歳
の
と
き
、
幸
貫
は
約
半
年

間
、
定
永
と
離
れ
て
白
河
に
滞
在

し
ま
し
た
。
父
定
信
も
白
河
に
お

り
、
２
人
で
の
白
河
滞
在
は
、
定

信
の
配
慮
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

《
真
田
家
相
続
と
老
中
就
任
》

　
定
信
に
行
く
末
を
気
に
か
け
ら

れ
て
い
た
幸
貫
は
、文ぶ

ん

化か

12
年（
１ 

８
１
５
）、
25
歳
で
松ま

つ

代し
ろ

藩
（
長

野
県
長
野
市
）
真
田
家
に
養
子
入

り
し
ま
し
た
。
文ぶ

ん

政せ
い

６
年
（
１
８ 

２
３
）
に
は
家
を
継
い
で
藩
主
と

な
り
、
藩
政
改
革
を
開
始
し
ま
す
。

家
臣
で
思
想
家
の
佐さ

久く

間ま

象し
ょ
う

山ざ
ん

を
登
用
し
て
軍
備
を
強
化
し
、
産

業
振
興
に
努
め
、
藩
校
を
設
立
し

ま
し
た
。
51
歳
の
天て

ん

保ぽ
う

12
年
（
１ 

８
４
１
）
に
は
老
中
と
な
り
、
水み

ず

野の

忠た
だ

邦く
に

の
も
と
２
年
間
「
天
保
の

改
革
」
を
担
い
、
特
に
対
外
問
題

に
対
応
す
る
「
海か

い

防ぼ
う

掛が
か
り

」
と
な
り

ま
し
た
。

《
文
化
大
名
と
し
て
の
幸
貫
》

　
幸
貫
は
父
定
信
と
同
様
に
政
治

だ
け
で
な
く
、
文
化
面
で
も
事
跡

を
残
し
て
い
ま
す
。

　
自
ら
茶ち

ゃ

碗わ
ん

を
焼
い
た
ほ
か
、
書
、

絵
画
に
も
秀
で
、
梅
の
花
の
図
譜

な
ど
を
残
し
て
い
ま
す
。
ま
た
古

い
様
式
の
鎧よ

ろ
い

も
作
ら
せ
ま
し
た
。

　
晩
年
ま
で
政
治
・
文
化
両
面
に

才
能
を
発
揮
し
た
幸
貫
は
、
嘉か

永え
い

５
年
（
１
８
５
２
）、
62
歳
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。

　
父
定
信
を
追
い
か
け
た
よ
う
な

幸
貫
の
人
生
は
、
他
家
に
出
た
が

定
信
の
子
だ
、
と
い
う
強
い
想
い

の
現
れ
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

総合運動公園（北中川原30 ／☎�8971）
【スポーツ教室】
　受講料を添えて、中央体育館窓口でお申し込み
ください（電話受付不可、先着順）。
◇はやぶさになろう！陸上教室
◦対　象　小学４年生以上30人
◦申込期間　10月23日㈪～11月６日㈪
※詳細や、その他教室はお問い合わせください。
問NPO法人白河市体育協会事務局　☎�8655
【催し案内】
◇健康いきいき応援企画！ウェルネスフェスタ
◦日　時　11月12日㈰／午前10時～午後１時
◦会　場　アナビースポーツプラザ
◦参加料　白河市民1,080円、一般2,160円
※内容の詳細は、お問い合わせください。
問MAC鈴

す ず

木
き

　☎090-1495-0672 
　E-mail:m-mac@biscuit.ocn.ne.jp

中央公民館（天神町２／☎�3810）
【催し案内】
◇第35回公民館習作展
　中央公民館クラブが日頃の学習の成果を展示し
ます。
◦日　時　10月26日㈭～29日㈰／午前９時～午
　　　　　後６時　※初日は午前10時～、最終日
　　　　　は午後３時まで
◇下記会場でも文化祭を開催しています。翠楽苑（南湖公園内／☎�6888）

◇第６回東
と う

儀
ぎ

秀
ひ で

樹
き

氏による復興応援演奏会
◦日　時　10月29日㈰／午後６時開演
◦入場料　3,000円（限定300人）
　　　　　※来場は中学生以上対象
◇第７回紅葉ライトアップ
◦日　時　10月30日㈪～
　　　　　11月５日㈰／
　　　　　日没～午後８時
◦入場料　無料

南湖森林公園（菅生舘1-1 ／☎�1101）
◇健康ウォーキング大会
◦日　時　10月29日㈰／午前10時～正午
◦定　員　40組（100人）
◦参加料　無料
◦申込方法　住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
　　　　　うえ、FAXでお申込みください。
◦申込期限　10月20日㈮
　　　　　午後５時
◦申込先　南湖森林公園
　　　　　管理棟　
　　　　　FAX�6321

　みなさんこんにちは。前回に引
き続きミーガンです。10月31日
はハロウィンですね。オーストラ
リアでは、シンプルな仮装をして
近所の子どもたちにキャンディを
配って楽しんでいました。
　私は２学期から中央中、関辺小
の授業を担当しています。楽しく
英語を学んでもらおうと、数字の
カルタを作りました。まだ始まっ
たばかりですが、これからもっと
楽しい授業がしたいと思っていま
す。たくさんの白河の子どもたち
と仲良くなりたいので、気軽に声
をかけてください。休み時間は一
緒に遊びましょう！
　映画を字幕で見ると、楽しく英
語を学ぶことができ、早く覚えら

れると思います。私もジブリ映画
を見て、日本語を勉強しました。
私の夢は、在日オーストラリア大
使館で働くことです。夢の実現の
ために、白河で頑張ります！

石山寺縁起絵巻　巻三（サントリー美術館蔵）

催事名 会　場 期　間
第60回
表郷文化祭 表郷公民館（表郷番沢）11 月２日㈭ 

　～３日㈷

大信文化祭 大信公民館・大信農村環境
改善センター（大信町屋） 11月１日㈬

　～３日㈷第46回
総合文化祭

東
こ

風
ち

の台総合運動公園
体育館（東釜子）

蒲生羅漢筆　山水図
（白河市歴史民俗資料館蔵）

▲こんな景色が楽しめます！
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不
正
軽
油
撲
滅
強
化
月
間

ク
マ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

国
際
農
友
会
海
外
派
遣

研
修

行
政
相
談
週
間

会
津
大
学
出
前
講
座

樹
木
せ
ん
定
講
習
会

第
４
回
街
な
か
定
期

座
禅
会

う
つ
く
し
ま
地
球
温
暖

化
防
止
活
動
推
進
員

市
民
総
合
体
育
大
会

消
費
税
の
軽
減
税
率
制

度
に
関
す
る
説
明
会

建
設
工
事
等
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請

原
子
力
損
害
賠
償
の

「
巡
回
無
料
相
談
」

農
地
転
用
な
ど
に
つ
い
て

案
内

お
願
い

募
集

◦
日
時
　
11
月
11
日
㈯
／
午
前
８

時
か
ら　

◦
会
場　
月げ

っ

心し
ん

院い
ん

（
金
屋
町
）

◦
内
容　
座
禅
、
写
経
、
座
談
会

◦
定
員
　
20
人　
※
先
着
順

◦
参
加
料
　
３
０
０
円

◦
申
込
方
法　
事
前
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
ま
ち
づ
く
り
推
進
課　
内

２
７
４
６

◦
日
時
　
11
月
15
日
㈬
・
22
日
㈬

／
午
前
10
時
～
午
後
３
時

◦
会
場
　
り
ぶ
ら
ん
地
域
交
流
会

議
室
（
道
場
小
路
）
お
よ
び
城
山

公
園
（
郭
内
）

◦
内
容　
松
・
梅
な
ど
の
初
歩
的

な
せ
ん
定
方
法
の
講
義
と
実
習

◦
定
員
　
30
人　
※
先
着
順

◦
受
講
料
　
無
料

◦
申
込
期
限
　
10
月
27
日
㈮

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

本
庁
舎
観
光
課　
内
２
２
１
４

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
国
際
農
友
会
事
務
局
☎
０
２
４

︲
５
２
４
︲
１
２
０
１

　　
県
で
は
、
10
月
を
「
不
正
軽
油

撲
滅
強
化
月
間
」
と
定
め
、
関
係

団
体
と
協
力
し
て
、
不
正
軽
油
の

排
除
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
不
正
軽
油
を
作
ら
な
い
・
売

ら
な
い
・
買
わ
な
い
・
使
わ
な
い
」

　
不
正
軽
油
の
防
止
・
撲
滅
の
た

め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と
情
報
提

供
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
県
南
地
方
振
興
局
県
税
部
☎
�

１
５
１
９
／
ＦＡＸ
�
１
５
２
１

　　
昨
年
と
比
べ
て
出
没
件
数
が
増

加
し
て
お
り
、
県
内
で
は
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
に
襲
わ
れ
て
け
が
を
負
う

事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
ま
す
が
、
山
野
に
入
る
際

に
は
、
ク
マ
に
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
農
林
整
備
課　
内
２
２

／
午
後
１
時
30
分
～
３
時
（
表
郷

・
東
地
区
）

◦
会
場　
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

◦
内
容　
軽
減
税
率
制
度
、
事
業

者
支
援
措
置

問
白
河
税
務
署　
法
人
課
税
部
門

☎
�
７
１
１
１

【
弓
道
】

◦
期
日
　
10
月
７
日
㈯

◦
会
場　
武
道
館
（
向
新
蔵
）

◦
申
込
期
限
　
当
日
申
込
可

【
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
】

◦
期
日
　
10
月
22
日
㈰

◦
会
場　
国
体
記
念
体
育
館
（
北

中
川
原
）

◦
申
込
期
限
　
10
月
11
日
㈬

【
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

◦
期
日
　
11
月
12
日
㈰
・
19
日
㈰

◦
会
場　
国
体
記
念
体
育
館
・
第

三
市
民
体
育
館
（
明
戸
）

◦
申
込
期
限
　
10
月
27
日
㈮

＝
共
通
＝

◦
申
込
方
法　
大
会
事
務
局
（
中

央
体
育
館
）
・
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
・
各
庁
舎
・
各
市
民
体
育
館
へ

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　
内

２
３
８
６

　

 

10
月
16
日
か
ら
22
日
ま
で
は
、

「
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

　
相
談
週
間
中
、「
特
設
行
政
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◦
日
時
　
10
月
19
日
㈭
／
午
後
１

時
～
３
時

◦
会
場　
本
庁
舎
地
下
第
１
会
議

室◦
行
政
相
談
委
員

▽
内う

ち

田だ

宜よ
し

枝え

（
郭
内
151
）
☎
�
３

５
１
８

▽
中な

か

村む
ら

周し
ゅ
う

常じ
ょ
う（

本
町
26
）
☎
�
４

３
５
７

▽
鈴す

ず

木き

博ひ
ろ

之ゆ
き

（
表
郷
番
沢
字
樋
ノ

口
62
︲
１
）
☎
�
３
１
５
７

▽
内な

い

藤と
う

直じ
き

方ほ
う

（
大
信
下
小
屋
字
西

宿
225
）
☎
�
２
５
４
７

▽
鈴す

ず

木き

憲の
り

昭あ
き

（
東
釜
子
字
本
町
98

︲
２
）
☎
�
２
６
２
５

※
自
宅
等
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
本
庁
舎
総
務
課　
内
２
３
１
３

　
原
子
力
事
故
に
伴
い
損
害
を
受

け
て
い
る
個
人
・
事
業
者
を
対
象

に
、
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

◦
日
時　
10
月
19
日
㈭
、
11
月
16

　
平
成
30
年
度
の
建
設
工
事
・
測

量
等
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。

◦
期
間
　
11
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

※
平
日
の
み

◦
申
請
用
紙
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
提
出
方
法
　
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
指
定
の
色
の
Ａ
４
サ
イ

ズ
の
紙
フ
ァ
イ
ル
に
と
じ
て
、
本

庁
舎
工
事
契
約
検
査
室
（
２
階
）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
度
に
、
平
成
29
・
30
年
度

の
登
録
を
さ
れ
た
方
は
、
申
請
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
社
会
保
険
未
加
入
業
者
の
申
請

は
、
受
け
付
け
ま
せ
ん
。
事
前
に

加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
工
事
契
約
検
査
室　
内

２
２
５
２

　
事
業
者
の
方
を
対
象
に
、
消
費

税
の
軽
減
税
率
制
度
に
つ
い
て
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
期
日
　
11
月
７
日
㈫

◦
時
間
・
対
象
地
区　
午
前
10
時

30
分
～
正
午
（
白
河
・
大
信
地
区
）

日
㈭
／
午
後
１
時
30
分
～
３
時
45

分◦
会
場　
白
河
商
工
会
議
所
２
階

交
流
室
（
道
場
小
路
）

◦
申
込
方
法　
事
前
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
原
子
力
損
害
対
策
課
☎
０
２

４
︲
５
２
１
︲
８
２
１
６

　
地
球
温
暖
化
対
策
な
ど
の
理
解

を
深
め
る
活
動
を
行
う
「
う
つ
く

し
ま
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進

員
」
を
養
成
す
る
研
修
会
を
開
催

し
ま
す
。

◦
日
時
　
10
月
27
日
㈮
／
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

◦
会
場　
郡
山
市
中
央
公
民
館

◦
内
容　
地
球
温
暖
化
の
現
状
と

対
策
、
地
球
温
暖
化
防
止
推
進
員

の
活
動
事
例
な
ど

◦
対
象　
推
進
員
の
活
動
に
関
心

が
あ
り
、
委
嘱
を
受
け
た
い
方

◦
受
講
料　
無
料

◦
定
員　
30
人　
※
先
着
順

◦
申
込
期
限
　
10
月
20
日
㈮　

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

福
島
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
４
︲
９
４
４

︲
０
０
８
３

◦
日
時　
11
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

／
午
後
２
時
～
３
時
30
分

◦
会
場　
サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
白
河

（
久
田
野
）

◦
内
容　
▽
講
義
　
25
日
「
惑
星

科
学
入
門
」、
26
日
「
は
や
ぶ
さ

２
と
会
津
大
学
」　

▽
講
師　
会

津
大
学
准
教
授　
北き

た

里ざ
と

宏こ
う

平へ
い

氏

◦
定
員　
各
講
座
40
人

◦
受
講
料
　
各
講
座
５
０
０
円

◦
申
込
期
間
　
10
月
16
日
㈪
～
11

月
10
日
㈮　
※
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

◦
申
込
方
法　
受
講
料
を
添
え
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
舎
教
育
総
務
課　
内
２
３
８

３◦
派
遣
国　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

◦
期
間　
平
成
30
年
２
月
５
日
㈪

～
14
日
㈬

◦
資
格
要
件
　
県
内
に
居
住
し
、

農
業
に
従
事
す
る
20
歳
以
上
の
方

◦
申
込
期
限
　
10
月
20
日
㈮

※
費
用
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２
９

《
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
》

　
農
地
や
採
草
放
牧
地
を
所
有
し

て
い
る
方
が
、
次
の
い
ず
れ
か
を

行
う
と
き
は
農
業
委
員
会
へ
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

▽
耕
作
す
る
た
め
に
農
地
を
売
買

・
贈
与
・
貸
借
す
る
と
き
（
農
地

法
第
３
条
の
申
請
）

▽
自
分
の
農
地
を
農
地
以
外
に
利

用
（
転
用
）
す
る
と
き
（
農
地
法

第
４
条
の
申
請
）

▽
農
地
を
売
買
し
た
り
、
貸
借
し

て
農
地
以
外
に
利
用
（
転
用
）
す

る
と
き
（
農
地
法
第
５
条
の
申
請
）

※
い
ず
れ
も
、
手
続
き
を
完
了
す

る
ま
で
一
定
期
間
を
要
し
ま
す
の

で
、
余
裕
を
持
っ
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

《
完
了
報
告
書
を
お
忘
れ
な
く
》

　
農
地
法
第
４
条
お
よ
び
第
５
条

の
許
可
に
対
す
る
工
事
が
完
了
し

た
場
合
は
、
農
業
委
員
会
へ
完
了

報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局　
内
２
２

４
１
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公
設
市
場
開
放
デ
ー

イ
コ
ン
画
解
説
＆
特
別

公
開

櫻さ
く
ら井い

よ
し
こ
講
演
会

中
心
市
街
地
活
性
化
事

業
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研
修
会

ま
ち
か
ど

案
内

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

支
援
事
業

成
人
式

認
知
症
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル

ー
ム「
あ
っ
た
か
カ
フ
ェ
」

Ｆ
Ｉ
Ｔ
ド
ラ
イ
ブ

フ
ォ
ト
ラ
リ
ー

福
祉
・
介
護
の
仕
事

再
就
職
支
援
講
習
会

全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
発
表

福
祉
講
演
会

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
セ
ラ
ピ
ー

～
チ
ャ
ク
ラ
に
フ
ォ
ー
カ
ス
～

市
民
天
体
観
望
会

サ
ン
ラ
イ
ズ
ひ
が
し

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ふ
る
さ
と
白
河

表
郷
ま
つ
り

生
涯
学
習
講
演
会
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
集
い
講
演
会

井
戸
水
を
ご
利
用
の

皆
さ
ん
へ

◦
会
場　
マ
イ
タ
ウ
ン
２
階
会
議

室
（
本
町
）

問
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
�
８
８
８
９

◦
日
時　
11
月
８
日
㈬
／
午
後
７

時
か
ら

◦
会
場
　
コ
ミ
ネ
ス
小
ホ
ー
ル（
会

津
町
）　

※
入
場
無
料

◦
内
容　
▽
講
演
「
レ
モ
ン
さ
ん

の
ビ
タ
ミ
ン
ト
ー
ク
～
大
人
と
子

ど
も
の
ハ
ッ
ピ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
！
～
」　

▽
講
師　
山や

ま

本も
と

シ
ュ
ウ
氏

◦
定
員　
２
０
０
人　
※
要
申
込

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

本
庁
舎
教
育
総
務
課　
内
２
３
８

３◦
日
時
　
11
月
11
日
㈯
／
午
前
10

時
～
正
午

◦
会
場
　
総
合
運
動
公
園
内　
ア

ナ
ビ
ー
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
（
北
中

川
原
）

◦
内
容
　
▽
講
座
「
心
と
体
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
・
ヨ
ガ
講
座
」　

▽

講
師
　
シ
ャ
ー
ラ
ヨ
ガ
代
表　
ヨ

ガ
セ
ラ
ピ
ス
ト　
三み

浦う
ら

香か

織お
り

氏

◦
期
日
・
場
所
　
▽
10
月
22
日
㈰

・
「
ま
る
ご
と
白
河
２
０
１
７
」

個
別
ブ
ー
ス
（
駅
前
イ
ベ
ン
ト
広

場
）　
▽
11
月
11
日
㈯
・
し
ら
か

わ
介
護
福
祉
専
門
学
校
（
本
町
）

▽
11
月
18
日
㈯
・
ト
ー
モ
ク
白
河

研
修
セ
ン
タ
ー
（
池
下
）

◦
時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

◦
内
容
　
介
護
に
対
す
る
基
礎
知

識
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
、

身
体
介
護
技
術
、
介
護
相
談
な
ど

◦
対
象　
介
護
・
福
祉
業
界
に
就

職
を
希
望
す
る
方

◦
参
加
料
　
無
料

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
介
護
福
祉
会
☎
０
２
４
︲
９
８

３
︲
１
８
４
８

　

Ｆ（
福
島
）Ｉ（
茨
城
）Ｔ（
栃
木
）

構
想
推
進
協
議
会
で
は
、
「
Ｆ
Ｉ

Ｔ
ド
ラ
イ
ブ
フ
ォ
ト
ラ
リ
ー
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
内
の
道
の
駅
、
観
光
名
所

な
ど
に
設
定
し
た
指
定
ス
ポ
ッ
ト

の
写
真
を
撮
影
し
、
複
数
枚
集
め

て
応
募
す
る
と
、
抽
選
で
素
敵
な

商
品
が
当
た
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

◦
対
象　
市
内
在
住
・
市
内
企
業

在
勤
の
女
性

◦
申
込
期
間　
10
月
16
日
㈪
～
31

日
㈫

◦
定
員
　
20
人　
※
先
着
順

◦
参
加
料
　
無
料　
※
要
申
込

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
教
育
総
務
課　
内
２
３
８
３

◦
日
時
　
11
月
18
日
㈯
／
午
後
１

時
30
分
か
ら

◦
会
場　
新
白
信
ビ
ル
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
（
立
石
）　
※
入
場
無
料

◦
内
容　
▽
講
演
「
ダ
ル
ラ
イ
ザ

ー
の
目
指
す
未
来
」　
▽
講
師
　

ダ
ル
ラ
イ
ザ
ー
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
代

表　
和わ

知ち

健た
け

明あ
き

氏　

◦
そ
の
他
　
入
場
整
理
券
を
10
月

23
日
㈪
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
各

事
務
所
で
配
布
し
ま
す
。

問
白
河
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
�

１
１
５
９

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い

る
方
、
ま
た
は
関
心
の
あ
る
方
を

対
象
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
日
時　
12
月
４
日
㈪
／
午
後
１

時
30
分
～
３
時

◦
内
容　
被
災
さ
れ
た
方
々
へ
の

接
し
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
う
方
の
た
め
の
健
康
管
理
や
心

の
ケ
ア
を
学
び
ま
す
。

◦
講
師
　
日
本
赤
十
字
社
福
島
県

支
部　
岩い

わ

﨑さ
き

睦む
つ

子こ

氏

◦
会
場
　
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
白
寿
園
（
北
中
川
原
）

◦
受
講
料　
無
料

◦
定
員　
50
人　
※
先
着
順

◦
申
込
期
間
　
10
月
20
日
㈮
～
11

月
20
日
㈪　

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

白
河
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
�
１

１
５
９

◦
日
時
　
平
成
30
年
１
月
７
日
㈰

／
午
後
１
時
30
分
か
ら

◦
会
場　
コ
ミ
ネ
ス
大
ホ
ー
ル

◦
該
当
者
　
平
成
９
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
（
10
月
１
日
現
在
、

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
に
は
、

案
内
状
を
送
付
し
ま
す
）

※
市
外
に
お
住
ま
い
で
、
本
市
の

成
人
式
に
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
後

日
、
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
教
育
総
務
課　
内
２
３
８
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
開
催
期
間
　
平
成
30
年
１
月
25

日
㈭
ま
で

問
同
協
議
会
事
務
局
☎
０
２
４
︲

５
２
１
︲
７
１
１
８
／
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ　

http://w
w
w
.fit-area

.jp/

　
市
で
は
、
４
月
18
日
に
各
小
・

中
学
校
で
実
施
し
た
調
査
結
果
と

考
察
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
て
い
ま
す
。

※
調
査
で
分
か
る
の
は
、
児
童
生

徒
が
身
に
つ
け
た
学
力
の
一
部
で

す
。
各
学
校
や
個
人
の
順
位
を
公

表
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
本
庁
舎
学
校
教
育
課　
内
２
３

６
０

◦
日
時
　
10
月
14
日
㈯
／
午
後
１

時
30
分
か
ら

◦
会
場　
新
白
信
ビ
ル
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル

◦
内
容　
▽
演
題
「
櫻
井
よ
し
こ

の
一
刀
両
断
」　

▽
講
師
　
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
　
櫻
井
よ
し
こ
氏

◦
入
場
料
　
１
、
０
０
０
円　

問
（
公
財
）
立
教
志
塾
☎
�
１
４

２
７

《
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ　
案か

か

し

山
子
》

◦
日
時　
10
月
15
日
㈰
／
午
後
４

時
～
５
時

◦
会
場　
え
き
か
ふ
ぇ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
郭
内
）

◦
入
場
料
　
無
料

問
福
島
県
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会　
遠え

ん
ど
う藤

☎
０
９
０
︲
１
４

９
６
︲
７
６
１
０

　
白
河
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
所
蔵

の
イ
コ
ン
画
に
つ
い
て
、
神
父
に

よ
る
解
説
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

通
常
非
公
開
の
イ
コ
ン
画
「
眠
り

の
聖
像
」
を
特
別
公
開
し
ま
す
。

◦
公
開
日
時
　
10
月
21
日
㈯
／
午

前
10
時
か
ら
（
１
時
間
程
度
）

◦
場
所
　
白
河
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教

会
（
愛
宕
町
）

◦
拝
観
料
　
無
料

◦
定
員
　
30
人　
※
先
着
順

◦
申
込
方
法　
事
前
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

大お
お

寺で
ら

（
ヤ
ン
グ
オ
ー
レ
）
☎
�
８

２
４
９

◦
日
時　
10
月
22
日
㈰
／
午
前
７

時
～
正
午　
※
雨
天
決
行

◦
会
場　
市
公
設
地
方
卸
売
市
場

（
五
番
町
川
原
）

◦
内
容　
模
擬
せ
り
体
験
、
マ
グ

ロ
解
体
卸
売
り
、
サ
ン
マ
・
み
か

ん
詰
め
放
題
な
ど

問
市
場
開
放
デ
ー
実
行
委
員
会
事

務
局
☎
�
４
１
０
０

◦
日
時　
11
月
３
日
㈷
／
午
前
10

時
～
午
後
３
時
30
分

◦
会
場　
東こ

ち風
の
台
運
動
公
園
内

（
東
釜
子
）

◦
内
容　
五
合
飯
早
食
い
大
会
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
日
本
一
に

挑
戦
シ
リ
ー
ズ
な
ど

問
同
実
行
委
員
会
事
務
局
（
東
庁

舎
事
業
課
内
）
☎
�
２
１
１
５

◦
日
時　
11
月
５
日
㈰
／
午
前
10

時
～
午
後
４
時

◦
会
場　
表
郷
総
合
運
動
公
園
内

（
表
郷
番
沢
）

◦
内
容　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、

模
擬
店
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

問
同
実
行
委
員
会
事
務
局
（
表
郷

庁
舎
事
業
課
内
）
☎
�
４
７
８
５

◦
日
時　
11
月
19
日
㈰
／
午
後
１

時
～
３
時　

◦
会
場　
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

◦
講
師　
デ
ュ
ー
ク
更さ

ら
い
え家
氏

◦
参
加
料　
６
、
４
８
０
円

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｍ
Ａ
Ｃ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
サ
ー
ク
ル

鈴す
ず

木き

☎
０
９
０­

︲
１
４
９
５
︲
０

６
７
２
／
ＦＡＸ
�
５
５
４
１

◦
日
時
　
10
月
29
日
㈰
／
午
後
５

時
30
分
～
７
時　
※
曇
り
や
雨
の

場
合
は
中
止

◦
会
場　
白
河
駅
前
イ
ベ
ン
ト
広

場
駐
車
場
（
駅
交
番
西
側
）

◦
内
容
　
月
の
ク
レ
ー
タ
ー
・
土

星
の
輪
を
見
よ
う
、
秋
の
星
座

◦
参
加
料
　
無
料

問
白
河
天
文
同
好
会　
小お

ぐ
ら椋
☎
０

９
０
︲
６
７
８
５
︲
２
５
０
３

　
下
水
道
（
公
共
下
水
道
、
農
業

集
落
排
水
）
お
よ
び
市
町
村
設
置

型
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
方
で
、

井
戸
水
を
使
用
（
井
戸
水
と
水
道

水
の
併
用
を
含
む
）
し
て
い
る
方

は
、
世
帯
の
人
数
が
使
用
料
金
算

定
の
基
準
と
な
り
ま
す
。
出
生
や

転
入
出
な
ど
で
世
帯
人
数
が
変
わ

っ
た
場
合
に
は
、「
世
帯
人
員
異
動

届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
の
で
、

速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
の
算
定
人
数
は
検

針
票
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
下
水
道
課　
内
２
２
３
４

　
認
知
症
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム

「
あ
っ
た
か
カ
フ
ェ
」
は
、
毎
月

第
１
・
第
３
木
曜
日
に
開
催
し
て

い
ま
す
。
10
月
、
11
月
は
ミ
ニ
講

話
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
　
10
月
19
日
、
11
月
16
日

木
曜
日
／
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分
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【健康マイレージ対象】　300ポイント

【健康マイレージ対象】　300ポイント
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子育て情報保健情報

■かけがえのない命を守るための講演会

■心の健康相談

■10月は乳がん月間です

■高齢者のインフルエンザ予防接種
■子どもと自分の未来のために禁煙を！

■子育て講演会

■おもてごう保育園を利用できる年齢が
　変わります

妊娠・出産、中学生までの成人向けの

月のいきいき健康チャレンジ相談会
実施日 開始時間 会　場
６日㈪ ９:30～ 中央保健センター
７日㈫ 13:30～ アナビースポーツプラザ
８日㈬ ９:45～ 東保健センター
17日㈮ ９:45～ 表郷保健センター
22日㈬ ９:45～ 大信保健センター

11

～２年に１度の検診受診と月に１度の自己検診を！～

「子どもたちの未来のために　私たちにできること」

「今、私たちに出
で

来
き

ること
～誰も自殺に追い込まれることのない社会を目指して～」

広報しらかわ　2017.10（H29) 広報しらかわ　2017.10（H29)

◦日　時　11月17日㈮／午後１時30分～３時
◦会　場　市立図書館りぶらん中会議室（道場小路）
◦講　師　医療法人仁寿会
　　　　　菊池医院院長　菊

き く

池
ち

　信
し ん

太
た

郎
ろ う

氏
問たんぽぽサロン☎㉑7337（火・水・金曜日／
　午前10時～午後３時）

　保育園の待機児童を解消するため、おもてごう
保育園の保育年齢を次のとおり変更します。
　今後、おもてごう保育園への入園を申し込む児
童は、２歳児（４月１日時点）の年度末までとな
りますので、３歳児からは表郷幼稚園など、ほか
の園をご利用ください。

　タバコから出てくる煙や、吐き出された煙を吸
い込んでしまうことを「受動喫煙」といいます。
また、煙を吸わなくても、喫煙者の髪や衣服、カ
ーテンなどに付着している有害物質を吸うことを
「サードハンドスモーキング」といい、集中力や
体調に影響があるといわれています。
《お子さんが受ける受動喫煙の影響をご存知ですか？》
　乳幼児突然死症候群になるリスクは、両親とも
喫煙者の場合4.7倍、親の１人が喫煙者の場合
1.6倍に高まります。このほかにも、肺炎や気管
支炎、中耳炎、気管支ぜん息になるリスクがあり
ます。子どもは自分の意思でタ
バコの煙を避けることができま
せん。周りの大人が守ってあげ
ることが必要です。
問本庁舎こども支援課　内2716　乳がんは、女性がかかるがんの中で最も多く、

近年増えており、一生涯に乳がんにかかる女性
は11人に１人（「がん情報サービス」2012統計よ
り）とされています。特に、40歳代から乳がん
にかかる危険性が高くなるため、40歳を過ぎた
ら、自覚症状がなくても２年に１度は乳がん検診
を受けることが大切です。
　自覚症状として多いのは、乳房のしこり、乳頭
からの分泌液、乳房の痛みなどです。自覚症状が
ある方は、年齢に関係なく早めに医療機関を受診
してください。また、月１回は自己触診で、しこ
りや分泌物など異常がないか調べてみましょう。
　２月28日㈬まで、指定医療機関で「乳がん個
別検診」を行っています。40歳以上で昨年受診
していない方は、ぜひ受診しましょう。

問健康増進課(中央保健センター)☎�2112

　インフルエンザはウイルスによって発症し、そ
の症状は、突然の高熱・関節痛などで、普通の風
邪と比べて全身症状が強いのが特徴です。重症化
すると、体力のない高齢者などは生命に関わるこ
とがありますので、早めにかかりつけの医療機関
で予防接種を受けましょう。
　市では、下記の対象者に接種費用の一部を助成
します。予防接種は、本人が希望する場合のみ行
うもので、接種回数は１回です。
◦対　象
　本市に住民登録がある方で、次の
　①または②に該当する方
　①接種当日65歳以上
　②接種当日60歳から64歳で、「心臓・じん臓・
　　呼吸器に機能障がいがある方」または「ヒト
　　免疫不全ウイルスによる免疫の機能障がいが
　　ある方」（どちらもその障がいの程度が身体障
　　がい者手帳１級に相当する方）
◦実施期間　10月16日㈪～12月28日㈭　※要予約
◦料　金　1,200円
　※県外で接種する場合、接種前に手続きが必要
　　ですので、必ずお問い合わせください。後日、
　　3,000円を限度に助成します。なお、接種後
　　に申し出た場合、助成は受けられません。
　※生活保護世帯の方は、無料です。
◦持参するもの
　健康保険証または後期高齢者医療被保険者証、
　対象②に該当する方は身体障がい者手帳。
　※予診票は、各医療機関にあります。

　市民の皆さんと一緒に、大切な命について考え
る機会とするため、全国各地で自殺予防対策事業
を行っている方を招き、講演会を開催します。多
くのご参加をお待ちしています。
◦日　時　10月31日㈫
　　　　　▷受付　午後１時～１時20分
　　　　　▷講演　午後１時30分～３時30分
◦会　場　中央保健センター（北中川原）
◦講　師　ＮＰＯ法人自殺対策支援センター
　　　　　ライフリンク副代表　根

ね

岸
ぎ し

　親
ちかし

氏
　　　　　※福島市出身。８歳の時に父を自殺で
　　　　　　亡くす。自殺実態1,000人調査や足
　　　　　　立区の自殺対策都市型モデル構築な
　　　　　　ど、プロジェクト全般に関わる。
◦定　員　100人　※先着順
◦申し込み・問い合わせ先　健康増進課☎�2114

　眠れない、イライラする、生きていくのがつら
いなど、心の悩みをお持ちの方や、ひきこもりの
本人や家族の方を対象に、専門の医師による個別
相談を開催します。
　また、電話による相談も随時受け付けています。
◦日にち　11月13日㈪
◦受付時間　午後０時45分～１時15分　※要予約
◦会　場　南湖こころのクリニック（関辺）
◦申込先　健康増進課☎�2114

■保育園入園児を募集します

問本庁舎こども育成課　内2736・2737 ／各庁
　舎地域振興課　表郷☎�2114　大信☎�2114
　東☎�2116

保育園名・定員 所在地・電話番号 保育年齢 受付場所

認

可

さくら保育園
（90人）

会津町24-7
☎�2269

生後６か
月経過～
就学前

本庁舎
こども
育成課

わかば保育園
（150人）

北中川原8-1
☎�2594

白河みのり保育園
（89人）

新白河二丁目162
☎�2160

白河保育園
（60人）

日向2
☎�2306

おもてごう保育園
（60人）

表郷番沢字成金142
☎�2300 生後６か月

経過～満３
歳到達後最
初の年度末

表郷庁舎
地域振興課

たいしん保育園
（50人）

大信町屋字道目木8
☎�2280

大信庁舎
地域振興課

ひがし保育園
（55人）

東釜子字枇杷山141
☎�3643

東庁舎
地域振興課

認
可
外
関の森保育園
（40人）

旗宿町尻105-1
☎�4391 ２歳～就学前 本庁舎

こども育成課

　平成30年度に保育園に入園する園児を募集し
ます。申込書などは、11月１日㈬から本庁舎こ
ども育成課および各庁舎地域振興課で配布します。
　入園を希望する保護者は、提出書類をそろえて
期間内にお申し込みください。
◦対　象　市内にお住まいで、保
　　　　　護者の就労や病気など
　　　　　の理由により、家庭で
　　　　　の保育が困難な乳幼児
◦受付期間　11月13日㈪～12月６日㈬／午前８時
　　　　　30分～午後５時15分（平日のみ）
　　　　　※受付時間内での手続きが困難な場合
　　　　　　は、ご相談ください。
◦受付場所　下表のとおり
◦提出書類　保育給付支給認定申請書、入園申込書、
　　　　　その他必要書類（申込書などを配布す
　　　　　る際にお知らせします）
◦保育料　保護者の市民税所得割額で決定します。
◦入園承諾　入園審査を行い、平成30年２月中旬
　　　　　までにお知らせします。
《注意事項》
▷申込順で入園を決定するものではありません。
▷保育時間などは各園で異なります。配布する入
　園案内をご覧ください。
▷現在入園されている方も、継続の申し込みが必
　要です。各園で手続きしてください。
▷認定こども園（ぼだい樹・ぼだい樹西こども園・
　さくらの木）および私立保育園の園児募集は、
　広報しらかわ９月号に掲載しています。

対象年齢 おもてごう
保育園

０～２歳 ○
３～５歳 ○

対象年齢 おもてごう
保育園

０～２歳 ○
３～５歳 ×

※対象年齢は４月１日時点の年齢です。

《現在利用中の児童》 《今後申し込む児童》



<愛の基金>
♥３万円　　大竹 節子　様（巡り矢）
♥２万円　　カラオケ 灯り　様
♥５千円　　金勝寺ボランティア　佐藤 力　様
<育英基金>
♥３万円　　大川原 賢次　様（表郷梁森）
<学校給食への提供>
♥小松菜　　江戸川学校給食友の会　代表　小原 英行　様

あたたかい善意をありがとうございました。

（８月受付分）

善意の窓

種　類 開設日 時　間 会　場・問い合わせ先 内　容

弁護士法律相談
（要予約）

 7日㈫ 10：00 〜 12：00 ◦表郷庁舎
問表郷庁舎地域振興課☎�2111 多重債務、離婚・相続

問題などの法的なトラ
ブル、被災者の抱える
二重ローン問題の相談
など

1日㈬
15日㈬

①10：00 〜 12：00
②13：00 〜 16：00 ◦消費生活センター（本庁舎地下）

問消費生活センター☎�1133
　（平日／午前９時～午後５時）

 8日㈬ 10：00 〜 12：00

22日㈬ 13：00 〜 16：00
市民あったか相
談所

月〜金
曜日 8：30 〜 17：15 ◦本庁舎生活防災課（１階）

問本庁舎生活防災課内専用電話☎�1717 市行政等に関する相談

心配ごと相談 14日㈫
28日㈫ 10：00 〜 12：00 ◦中央老人福祉センター「白寿園」（北中川原）

問社会福祉協議会☎�4222
生計、家族に関するこ
となど

障がい者相談会
（要予約） 28日㈫ 13：30 〜  　　　  ◦本庁舎地下第４会議室

問本庁舎社会福祉課　内2714 障がいに関する相談
心の健康相談

（要予約） 15日㈬ 13：30 〜 15：00 ◦県南保健福祉事務所（郭内）
問県南保健福祉事務所☎�5649

うつ状態、ひきこもり
などに関すること

認知症の人と家
族の会 26日㈰ 13：30 〜 15：30 ◦中央老人福祉センター「白寿園」（北中川原）

問同県南地区事務局☎�2394
認知症本人と家族の相
談や話し合いなど

ハートコール
（いじめ等相談電話）

月〜金
曜日 ９：00 〜 18：00 問ハートコール相談専用電話

　☎0800-800-1893（フリーダイヤル）
児童・生徒のいじめ等
に関する相談

11  月の無料相談

11  月の休日救急医療当番医

診療日 診療科目 医療機関名 電話番号

３日㈷
小 児 科 わたなべ子どもクリニック �2166
内科・外科 白 河 市 表 郷 ク リ ニ ッ ク �2316
歯 　 科 円 谷 歯 科 医 院 �1255

５日㈰
小 児 科 ねもとキッズクリニック �5623
内科・外科 片倉内科胃腸科クリニック �2770
歯 　 科 内 藤 歯 科 医 院 �0331

12日㈰
小 児 科 白 河 厚 生 総 合 病 院 �2211
内科・外科 いがらし内科クリニック �9111
歯 　 科 鈴 木 歯 科 医 院 ( 表 郷 ) �2029

19日㈰
小 児 科 関 医 院 �3003
内科・外科 宇 都 宮 ク リ ニ ッ ク �1570
歯 　 科 芳 賀 医 院 歯 科 室 �2862

23日㈷
小 児 科 樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク �2040
内科・外科 大 髙 整 形 外 科 �9988
歯 　 科 早 坂 歯 科 医 院 �6480

26日㈰
小 児 科 み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク �1001
内科・外科 大 髙 内 科 胃 腸 科 �1456
歯 　 科 は や し 歯 科 医 院 �1818

11  月の事業所献血

期 日 実施事業所 所在地 時　間

３日㈷ メガステージ白河 新 高 山 11:30～16:30

17日㈮ 住友ゴム工業㈱白河工場 双 石 11:00～16:00

　人間の生命を維持するため欠かすことのできない
血液は、まだ人工的につくることができません。血
液は生きた細胞で、長い期間にわたって保存するこ
ともできず、必要な血液を十分に確保するためには、
絶えず誰かの血液が必要となります。
　より多くのみなさまに献血の現状
をご理解いただき、更なるご協力を
お願いします。

『
オ
ー
ド
リ
ー
の
輝
き
』

　
監
督
は
、
映
画
の
成
否
は
王
女
役
に
か
か
っ

て
い
る
と
み
た
。
優
美
さ
と
上
品
さ
、
非
ア
メ

リ
カ
的
な
話
し
方
を
す
る
女
優
を
求
め
た
。
そ

こ
に
オ
ー
ド
リ
ー
が
、
す
い
星
の
よ
う
に
現
れ

た
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
主
流
の
マ
リ
リ
ン
・
モ
ン

ロ
ー
と
は
正
反
対
。
無
邪
気
な
妖
精
は
、
あ
っ

と
い
う
間
に
日
本
人
の
心
を
つ
か
ん
だ
。

　
『
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
で
朝
食
を
』、『
シ
ャ
レ
ー

ド
』、『
マ
イ
フ
ェ
ア
・
レ
デ
ィ
』。
次
々
と
ヒ
ッ

ト
す
る
。
品
の
あ
る
シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア
ー
、
く
る

ぶ
し
ま
で
の
短
い
パ
ン
ツ
、
ス
カ
ー
フ
に
包
ま

れ
た
髪
、
洒
落
た
サ
ン
グ
ラ
ス
。
オ
ー
ド
リ
ー

の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
女
性
に
大
流
行
し
、
一

大
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
た
。

　
美
貌
と
評
さ
れ
た
が
、
容
姿
に
は
コ
ン
プ
レ

ッ
ク
ス
が
あ
っ
た
。
エ
ラ
の
張
っ
た
顔
、
大
き

め
の
目
・
鼻
・
口
。
印
象
的
な
太
い
眉
は
、
目

や
鼻
に
視
線
が
集
ま
ら
な
い
よ
う
工
夫
し
た
も

の
。
評
判
の
衣
裳
も
細
身
を
隠
す
た
め
の
も
の

と
い
う
。
彼
女
は
、
欠
点
を
欠
点
と
し
て
受
け

止
め
、
こ
れ
を
類
い
ま
れ
な
魅
力
に
変
え
た
。

　
隠
さ
れ
た
苦
労
も
あ
る
。
戦
争
中
、
居
住
し

た
オ
ラ
ン
ダ
は
ド
イ
ツ
の
占
領
下
。
オ
ー
ド
リ

ー
と
い
う
イ
ギ
リ
ス
風
の
名
は
危
険
と
、
偽
名

を
使
う
。
栄
養
失
調
や
貧
血
に
苦
し
み
な
が

ら
、
反
ナ
チ
ス
運
動
を
手
伝
う
。
悲
劇
の
ア
ン

ネ
・
フ
ラ
ン
ク
と
同
年
。
犠
牲
を
免
れ
た
も
の

の
、
窒
息
し
そ
う
な
時
代
を
生
き
た
。
そ
の
体

験
が
、
ユ
ニ
セ
フ
親
善
大
使
と
し
て
の
、
献
身

的
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
あ
の
頃
、
ス
ク
リ
ー
ン
は
夢
の
世
界
だ
っ
た
。

は
る
か
昔
の
高
校
生
。
土
曜
の
午
後
は
、
う
き

う
き
。
す
で
に
心
は
劇
場
に
飛
ん
で
い
る
。『
ロ

ー
マ
の
休
日
』
の
オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
プ
バ
ー
ン
。

『
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
』
の
イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・
バ
ー

グ
マ
ン
。『
い
そ
し
ぎ
』
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
テ
イ

ラ
ー
…
。
映
写
機
の
回
る
音
が
消
え
、
場
内
が

明
る
く
な
っ
て
も
去
り
難
か
っ
た
。

　
「
日
本
人
の
好
き
な
ハ
リ
ウ
ッ
ド
女
優
ラ
ン

キ
ン
グ
」
と
い
う
記
事
が
あ
っ
た
。
１
位
は
オ

ー
ド
リ
ー
。『
風
と
共
に
去
り
ぬ
』
の
ヴ
ィ
ヴ
ィ

ア
ン
・
リ
ー
の
3
倍
も
の
票
を
得
た
。
ア
メ
リ

カ
人
が
選
ぶ
１
位
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
４
回
の

実
力
者
、
キ
ャ
サ
リ
ン
・
ヘ
プ
バ
ー
ン
。
日
本

人
は
清
純
さ
を
求
め
、
ア
メ
リ
カ
人
は
た
く
ま

し
さ
を
評
価
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

　

あ
る
国
の
王
女
が
、
ロ
ー
マ
を
訪
問
す
る
。

過
密
な
行
事
と
束
縛
に
う
ん
ざ
り
し
た
ア
ン
は
、

こ
っ
そ
り
宮
殿
を
抜
け
出
す
。
街
で
偶
然
、
グ

レ
ゴ
リ
ー
・
ペ
ッ
ク
演
ず
る
新
聞
記
者
と
出
会

う
。
彼
女
の
素
性
に
気
づ
い
た
ジ
ョ
ー
は
、
王

女
の
秘
密
の
体
験
を
ス
ク
ー
プ
し
よ
う
と
す
る
。

サ
ン
ダ
ル
で
街
歩
き
。
名
所
の
数
々
に
目
を
輝

か
せ
、
ダ
ン
ス
に
興
ず
る
。
つ
か
の
間
の
自
由

を
満
喫
す
る
王
女
に
、
特
ダ
ネ
の
心
は
消
え
る
。

　
映
画
は
風
景
で
決
ま
る
。
こ
の
作
品
は
、
当

時
と
し
て
は
珍
し
く
、
全
て
ロ
ー
マ
で
撮
影
さ

れ
た
。
監
督
は
、
物
語
と
人
物
に
焦
点
を
あ
て

る
た
め
、
あ
え
て
モ
ノ
ク
ロ
に
し
た
。
目も

く

論ろ

見み

ど
お
り
、
彼
女
の
華
や
か
さ
を
引
き
出
し
た
が
、

同
時
に
、
ロ
ー
マ
の
魅
力
も
存
分
に
映
し
出
し

た
。
陰
の
主
役
は
ロ
ー
マ
と
い
え
る
。
海
外
旅

行
な
ど
夢
の
ま
た
夢
の
頃
、
オ
ー
ド
リ
ー
と
一

緒
に
ロ
ー
マ
旅
行
が
で
き
た
。

　
王
女
が
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
食
べ
る
「
ス
ペ
イ
ン

階
段
」。相
乗
り
の
ス
ク
ー
タ
ー
で
駆
け
る
「
コ

ロ
ッ
セ
オ
」
や
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
広
場
」。
美

容
室
前
の
「
ト
レ
ヴ
ィ
の
泉
」。
そ
し
て
有
名

な
教
会
の
「
真
実
の
口
」。

　
嘘
を
い
う
と
、
口
か
ら
手
を
抜
く
と
き
、
噛

み
切
ら
れ
る
と
い
う
。
グ
レ
ゴ
リ
ー
が
、
手
を

袖
の
中
に
引
っ
込
め
て
み
た
ら
ど
う
か
と
提

案
。
監
督
は
う
な
ず
き
「
オ
ー
ド
リ
ー
に
は
内

緒
」
と
念
を
押
す
。「
手
が
な
い
」
と
驚
く
場
面

は
、
演
技
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
リ
ア
ル
。

　
王
女
の
記
者
会
見
。
ジ
ョ
ー
は
、
こ
っ
そ
り

撮
っ
た
写
真
を
封
筒
に
入
れ
、
そ
っ
と
王
女
に

渡
す
。
見
つ
め
合
う
二
人
。
王
女
は
自
ら
の
宿

命
に
生
き
る
こ
と
を
覚
悟
す
る
。
笑
顔
と
と
も

に
振
り
向
い
た
瞳
に
、
か
す
か
に
涙
が
光
る
。

「
ロ
ー
マ
は
永
遠
に
忘
れ
得
ぬ
街
と
な
る
で
し

ょ
う
」。
万
感
の
思
い
を
込
め
、
奇
跡
の
ひ
と

時
を
与
え
て
く
れ
た
花
の
都
に
、
別
れ
を
告
げ

る
。
わ
が
青
春
の
映
画
は
、
今
も
心
に
刻
ま
れ

て
い
る
。
い
つ
か
魅
惑
の
街
を
歩
い
て
み
た
い
。

市長の手控え帖
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「マチイロ」は、アプリのダウンロードと簡単な
個人設定で、いつでもどこでも「広報しらかわ」
を読むことができます。

《マチイロ》アプリで情報チェック

「広報しらかわ」は、環境にやさしい
再生紙と植物油インキを使用しています。
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10．

１
　
N
o.143

かこい食堂

住　　所：鬼越45-5
電　　話：0248-24-7380
営業時間：11:00 ～ 15:00
　　　　　（品切れ次第終了）
定 休 日：火曜日、第１・３水曜日
駐 車 場：有り

ただいま おいしさ進化中！
挑戦を続ける店主が作る絶品ワンタンメン

①店主おすすめのワンタンメン　②女性に人気のごまラーメン
③５歳以下限定無料サービスのちびっこラーメン　④店主の高橋圭一郎さん

①

② ③ ④

　進化するラーメンを作るのは、かこい食堂店主、高
たか

橋
はし

圭
けい

一
いち

郎
ろう

さ
ん（42歳）。同食堂は昨年3月に中町の楽

ら く ら
蔵で創業し、先月27日

に国道289号沿いに移転しました。ゼロからラーメン作りを志し、
おいしさを追及し続ける高橋さんは「人気ラーメン店が並ぶこの
場所で、どこまでやれるのか楽しみ」と意気込みます。
　店主のおすすめは『ワンタンメン』。澄んだ鶏がら醤油スープ
に手打麺、そしてふわっふわのワンタンが特徴です。５歳までの
お子さんに無料サービスしている『ちびっ子ラーメン』や、ごま
の風味が食欲をそそる『ごまラーメン』も名物メニューの一品です。

締めの一杯

第18回

白河は全国的にも知られるラーメ
ン処で、市内には100軒を超す店
が点在しています。毎月、おすす
めの一杯を紹介します。

今月号の

火風鼎

南 湖

南湖公園

そば処
茶園

新白河

棚倉

あづま
食堂

秀佳亭

南湖神社

八千代
寿司

・・
・

・

・

・289

★人物Report
注目のあの人を紹介 石

い し

井
い

 洋
ひ ろ

輝
き

　全国高校総合体育大会の自転車競技（男子4,000ｍ団体追い
抜き）で準優勝を果たした石井洋輝くん(白河実高３年)。8月
末にイタリアで開催されたUCIジュニアトラック世界選手権大
会に、県内で唯一日本代表として出場しました。
　「世界選手権では世界との差を思い知り、自分の意識の低さ
を痛感した。帰国後は常に向上心をもち、日々改善と反省をし
ながら練習に取り組むようになった。夢は競輪選手、果てしな
く強くなりたい」と力強く語る石井くん。世界と戦い刺激を受
け、ひたすら夢に向かう姿は、その名のとおり輝いていました。

くん
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